
講糠コー ド 1200018402 

講義名 知識情報学

開講期 2026年度後期

⑤単位数 2単位

②授業形態 講義

⑥担当教員 田近 一郎

ナンバリングコー ド 22M2A6202、19M4A6203

情報インフラの普及 ・ 拡大にともなうデータの爆発的な増加 ・ 多様化に対し、大規模データに潜むパターンを発見し、知識として

③科目概要
活用する知識発見、機械学習、データマイニング、情報検索、自然言語処理等のデータサイエンス技術が重要度を高めている。 本
講義では、データベースや統計解析 ・ 機械学習 ・ 人工知能の分野で発展したこれらの技術の理譲と応用について傾説するとともに
Pythonプログラミングのためのクラウド開発環境Google Colab上でのPC演習を取り入れ理解を深める。

①連成目標
データの性質と目的に応じて、どのデータマイニング／機械学習手法を適用すればよいかを把握できる。
「基本情報技術者試験」で出題されるデータマイニング／機械学習関連分野の問題を理解できるようになる。

履修に必要な予備知諏や技能（関運科目等）
より深く理解するには「アルゴリズムとデータ構造」の履修が望ましい。 関連科目として「統計学」「データサイエンス」「デー

タベース」がある。

1情報メディアに関して、基礎的な情報処理技術、ソフトウェアについての知識、また、資格試験の学修内容等、基礎的な知識 ・

学位授与方針との関連
技能を身につけている
2専修コースにおいて、情報理論、映像史、音響、色彩など、必要な知識 ・ 教養を身につけている。
3専修コースにおいて、プログラミング、映像制作、PA、グラフィックデザインなど、必要な技術 ・ 技能を身につけている。

④授業計画、授業外学習の内容及び必要な時1111

ビッグデータを扱うデータ駆動型社会(Soci ety5 0)におけるデータ分析や問題解決のための仮説検証 ・ 知識発見の考え方をビッ
グデータ活用事例を紹介しながら概説する。 またそれらの分析に不可欠なデータマイニング、機械学習、情報検索および自然言語

第1回
処理などの各手法についても概説し、本講蘊の範囲 ・ 目的、「基本情報技術者試験」関連科目とのかかわりを説明する。 講蓉の進
め方や成績評価方法等も説明する。 講義前、ビジネスをはじめとするビッグデータ活用事例におけるデータマイニング、機械学習
の位置づけを確認しておく(120分）。 講義後、「基本情報技術者試験」の午前の過去問題を調査しデータマイニング分野が出題さ
れることを確認する。 また機械学習の学習過程と予測過程に関するWebClass課題を解く(120分）。

データの爆発的な増加 ・ 多様化の問題への新しい取り組みとして、大規模データから従来の統計解析では発見できないパターン ・

法則性を取り出せるデータマイニングの概念をその時代背景、発展の歴史、適用例とともに概説する口 またデータマイニング用ア

第2回
プリケーションを紹介し、それらのバージョンを最新に保つ必要性などの情報セキュリティについても触れる口 講義前、キーワ ー

ド「データマイニング」で検索し、データマイニングの具体例を複数下開べしておく(120分）。 講義後、開べておいた具体例の目
的、 出力されるパターンや法則性をまとめておく。 またデータマイニング／機械学習の分析目的に関する\1ebClass課題を解く(120
分）。

各種のデータマイニング手法について紹介する。 具体的には、相関分析、クラスタリング、リンク分析、決定木分析、ニューラル
ネットワ ーク、Webマイニング等について、対象とするデータの性質、データ分析の目的、データ分析の進め方を概説する。 また

第3回 データクレンジング処理などの前処理 ・ マイニングアルゴリズム処理 ・ 出力の人による解釈検証などの分析手順を概説する。 講義
前、データマイニング／機械学習の各種手法を下詞べしておく(120分）。 講養後、手法ごとに処理対象とするデータの性質、分析
目的、分析手順、出力されるパターンや法則性の表現形式をまとめておく(120分）。

小売業などビジネスで使われるデータマイニング手法の1つで、大規模販売データを集ii十してRDBを構成し、そこから購買パターン
を表す相関ルール (if then ルール）を発見するマーケットバスケット帷析（アソシエーション分析）について概説する。 講義

第4回 前、キーワ ー ド「マーケットバスケット俄析」「相関ルール」等で検索し、アーケットバスケット解析の具体な応用例を下調ぺして
おく(120分）。 講義後は、マーケットバスケット解析の概念を振り返り、分析結果を相関ルールとして出力することの意味を理解
しておく。 また具体的な購買データから得られる相関ルールの当てはまりの良さに関する\1ebClass課題を解く(120分）。

マーケットバスケット鰯析のための各種アルゴリズムを紹介する。 アルゴリズムの種類によりデータ処理の効率が著しく異なるこ
とにもふれる。 また小規模なデータを用いて集合のベン図を用いた演算によりマーケットバスケット解析が可能であることを確か

第5回
める。 講義前、マーケットバスケット解析の概念について復習しておく(120分）。 講義後、マーケットバスケット解析の簡単な具
体例を確認し小規模なデータを用いて集合の演算によりマーケットバスケット解析が可能であることを確かめる。 またキーワ ー ド
「マーケットバスケット解析」「アプリオリアルゴリズム」で検索し、アルゴリズムの発明が社会に与える影響力を確認してお
く。 またアプリオリアルゴリズムの動作をシミュレートして得られる相関ルールの集合を求める\1ebClass課題を解く(120分）ロ

クラウド開発環境Google Golab上でPythonによるコンピュータ演習をおこなう。 データから相関ルールを抽出するマーケットバス
ケット解析の過程を体験してもらい、データマイニングのプロセスの理解を促す。講蘊前にマーケットバスケット解析の簡単な具体

第6回 例について復習しておく(120分）。 講猿後、PC演習で実施した、データから相関ルールを抽出する過程をトレースし習熟してお
く。 また具体的に商品を指定し、その商品を含む有益な相関ルールを探索的に調べ、ミニ演習課題の課題として提出する(120
分）。

データマイニング手法の1つであり、データをそのカテゴリに応じて分類するために使われる決定木分析について説明する。 一 般
的な機械学習の枠組みとして、分類器の生成に使われる学習データ、分類器の性能評価に用いるテストデータなどの概念について

第7回 まとめる。 またデータから決定木を生成する学習アルゴリズムを解説する。 講蘊前、キーワ ー ド「決定木」「学習」等で検索し、
決定木分析の具体な応用例を下調べしておく(120分）。 講猛後、決定木分析の概念を振り返り、分析結果を決定木として出力する
ことの意味を理解しておく。 また具体的な決定木を利用してデータの分類をおこなうWebClass課題を解く(120分）。

データから決定木を生成する学習アルゴリズムを解説する。 学習アルゴリズムが生成した決定木のサイズとその分類性能との関係

第8回
にふれ、場合により決定木の枝刈りが必要になることにも言及する。 講蘊前、決定木分析の概念について復習しておく(120分）。
講稔後、決定木学習アルゴリズムの学習過程を振り返り、自分なりにまとめておく。 また決定木学習アルゴリズムの学習過程に欠
かせない木の成長に必要なパラメータ調整に関するWebClass課題を解く(120分）。

クラウド開発環境Google Golab上でPythonによるコンピュータ演習をおこなう。 実際のデータを用いて学習プログラムを実行し、
生成された決定木を観察する。 また決定木解析の結果得られた3次元散布図を観察するロ データの品質に応じて生成される決定木の

第9回
性能に差が生じることにも注目する。 また決定木解析で得られた変数を用いて3つのカテゴリからなるデータの3D散布図を作成す
るとデータが3つのクラスタに適切に分難できていることを確かめる 口 講孤前、決定木学習アルゴリズムについて復習しておく
(120分）。 講義後、PC演習で実施した決定木分析に関して、分析全体における決定木学習の位置づけと、それ以外の前処理等の作
業手順について確認しておく。 また得られた決定木をミニ演習課題として提出する(120分）ロ

大規模データの検索で用いられる全文検索のしくみをWEB検索エンジンを例に概説するロ ワ ープロ文書のような小規模データで用い
られる逐次検索についてもふれる。 全文検索の一種である内容型検索では、文書に出現する単語集合をベクトルで表現し、ベクト

第10回 ルのコサイン類似度（内積）で文書間の類似度が計算できることを解説する口 講義前、キーワ ー ド「情報検索」 「全文検索」で検
索し、情報検索の具体的な応用例を複数下調べしておく(120分）。 講薔後、全文検索と逐次検索の違いについて罹認しておく口 文
書の類似度計符に関する例題のWebClass課題を解く(120分）。




